
第４０回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事録 

 

日 時： 平成２８年１１月３０日（水） １５：００～１７：００ 

場 所：箕面観光ホテル 

出 席 者： 鎌田会長，森幹事，永山幹事，服部会員，内田会員，寺澤会員，吉田会員 

           以上 7 名（順不同，敬称略） 

配布資料：40-0   第４０回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事次第 

          40-1   第３９回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事録（案） 

40-2 漏洩磁束法による鉄筋破断診断 （寺澤会員） 

 

議 事： 

１．第４０回議事次第 

  内田会員より，本日の交流会の進め方について説明があった。 

 

２．第３９回議事録（案）の確認 

  吉田会員より説明があり，内容確認が行われ承諾された。 

 

３．話題提供 

（１）寺澤会員より，検査技術 2016 年 12 月号の解説記事「漏洩磁束法による鉄筋破断診断」につい

て紹介があった。 

（２）寺澤会員より，ONDA-web ページ「ONDA 講座」に関して話題提供があった。現在の web ペ

ージのメニューの一つである「ONDA 講座」の現状について説明があり，コンテンツの充実に

関して議論がなされた。ONDA 講座の対象者としては，非破壊診断を行っている業者などの受

注者側と行政などの発注者側を想定することを確認した。ページ構成に関しては，非破壊に限

らずONDA メンバーが有している技術を目次の上位とし，そのページから各メンバーの既発表

論文（過去 10 年程度）へのリンクをつけてはどうかという意見が出された。 

（３）吉田会員より，「RILEM Workshop ESA2016 に参加して」と題して，話題提供があった。RILEM

の TC251-SRT（硫酸塩劣化の試験方法に関する TC）が主催する Workshop に参加した。開催場

所は，ポルトガル・リスボンの LNEC（日本の土木研究所のような機関）であり，開催期間は

11 月 3 日～4 日であった。議長である IFSTTAR（フランス）の Veronique Baroghel-Bouny博士

と，IFSTTAR に留学されていた港空研の川端博士とのディスカッションが発端となり，日本国

内の硫酸塩劣化事例を報告するために参加したとの経緯が説明された。会議で議論された内容

について，欧州における劣化事例や対策の現状を知ることを期待して参加したが，事例の報告

は無く，硫酸塩劣化は大きく問題視されていないようであった。ただし，欧州では nanocemな

どの研究組織において，継続的に議論が行われていることが紹介された。一方，日本国内では，

海成層などの潜在的硫酸塩地盤に起因する住宅基礎の硫酸塩劣化事例が顕在化し，注入薬液に

よるトンネル構造物の硫酸塩劣化事例などが公表されている。日本国内においても，継続的に

議論を続けていくことや，地中構造物に着目した調査を行うことの重要性を workshop で感じた

との説明があった。 

 



４．今後の予定 

  第４１回交流会：平成２８年３月 

  場所：（一財）日本建築総合試験所 大阪事務所 

 

以上 

 

（記録：内田会員，寺澤会員，吉田会員） 


